
<動作環境・システム要件>

【クライアント/サーバー用アプリケーション】

・Kaspersky Endpoint Security 11

【通信要件】

用途 条件

通信
・弊社クラウドサーバへ下記ポート番号で通信できる必要があります
TCP：13000、13001、 14000、14001、 17000、UDP：15000

【一般要件】

・Microsoft Internet Explorer 7.0 以降

・Microsoft Windows インストーラー 3.0 以降

・インターネット接続（アプリケーションのアクティベーション、定義データベースのアップデートとアプリケーションモジュールのアップデートに使用）

【ハードウェア要件】（クライアント・サーバー共通）

コンポーネント 要件

HDD ・ハードディスク上の 2 GB 以上のディスク空き容量

CPU ・クロック周波数 1.4 GHz 以上のプロセッサ

メモリ
・1 GB以上（32 ビットオペレーティングシステム）
・2 GB以上（64 ビットオペレーティングシステム）

【ソフトウェア要件】

用途 搭載OS

クライアントOS

・Windows 7 Home / Professional / Ultimate / Enterprise Service Pack 1 以降
・Windows 8 Professional / Enterprise
・Windows 8.1 Professional / Enterprise
・Windows 10 Home / Pro / Education / Enterprise
※上記OSの32bit版、64bit版に対応

Microsoft は「SHA-1」 モジュールの署名アルゴリズムを推奨していません。
アップデート「KB4474419」は「Kaspersky Endpoint Security」を
『Microsoft Windows 7』 『Microsoft Windows 2008 R2』 OSとして
実行しているコンピューターに正常にインストールする為に必要です。
このアップデートに関する詳細については、Microsoft のテクニカルサポートの
Web サイトを参照してください。

『Microsoft Windows 10』 『Microsoft Windows Server 2016』
『Microsoft Windows Server 2019』のサポートについては、
テクニカルサポートサイトのナレッジベースの記事を参照してください。サーバー

OS

・Windows Small Business Server 2011 Essentials / Standard（64 ビット）
・Microsoft Small Business Server 2011 Standard (64-bit) は
・Microsoft Windows Server 2008 R2 の Service Pack 1 が
インストールされている場合のみサポート対象です。
・Windows MultiPoint Server 2011（64 ビット）
・Windows Server 2008 R2 Foundation / Standard / Enterprise / Datacenter Service Pack 1 以降
・Windows Server 2012 Foundation / Essentials / Standard / Datacenter
・Windows Server 2012 R2 Foundation / Essentials / Standard / Datacenter
・Windows Server 2016 Essentials / Standard / Datacenter
・Windows Server 2019 Essentials / Standard / Datacenter
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